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一
九
四
九
年
十
一
月
二
日 

 
―
―

こ
の
日
、
川
口
の
朝
鮮
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
、
子
供
た
ち

は
ふ
た
た
び
日
本
の
学
校
に
ひ
き
と
ら
れ
た 

 

元 

朝
鮮
初
級
学
校
長
の
詩 

５ 
 

さ
よ
う
な
ら 

お
れ
の
仲
間
た
ち
、 

さ
よ
う
な
ら 

あ
わ
れ
な
朝
鮮
の
小
さ
な
同
志
た
ち
、 

四
年
ま
え
の
一
二
月 

君
た
ち
が 

は
じ
め
て 

こ
の
校
庭
に
あ
つ
ま
っ
た
と
き
と 

同
じ
冬
景
色
の
中
を
、 

君
た
ち 

い
ま 

小
さ
な
手
を
ふ
り
な
が
ら 

吉
田
の 

い
わ
ゆ
る
「立
派
な
学
校
」
、 

殖
田
の 

い
わ
ゆ
る
「健
全
な
教
育
」の
中
へ 

こ
の
「
暴
力
事
件
」の
盟
員
の
ふ
と
こ
ろ
か
ら 

ひ
き
と
ら
れ
て
行
く
の
だ
、 

鼻
た
ら
し
の
一
年
生
は 

一
年
生
の
朝
鮮
語
で
、 

六
年
生
や
五
年
生
は 

六
年
生
や
五
年
生
の
朝
鮮
語
で 

セ
ン
セ
イ 

オ
レ
タ
チ 

ニ
ホ
ン
ノ
ガ
ッ
コ
ウ
ニ 

イ
ッ
テ
モ 

セ
イ
一
パ
イ 

ベ
ン
キ
ョ
ウ
シ
テ 

リ
ッ
パ
ニ 

タ
タ
カ
イ
マ
ス
と 

こ
の
先
生
を 

は
げ
ま
し
、 

さ
よ
う
な
ら 

お
れ
の
仲
間
た
ち
、 

さ
よ
う
な
ら 

あ
わ
れ
な
朝
鮮
の
小
さ
な
同
志
た
ち
、 

君
た
ち
は 

ひ
き
と
ら
れ
て 

行
く
の
だ
、 

さ
よ
う
な
ら 

お
れ
の
仲
間
た
ち
、 

さ
よ
う
な
ら 

四
年
間
し
か
母
国
語
を
習
う
自
由
を 

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
子
供
た
ち
、 

君
た
ち
を
祖
国
へ
結
び
つ
け 

君
た
ち
を 

ふ
た
た
び 

母
国
語
を
奪
う
敵
か
ら
ま
も
っ
て
や
る
と
誓
っ
た 

こ
の
先
生
は 

何
一
つ
ま
も
っ
て
や
る
こ
と
も
で
き
ず
、 

ま
だ
十
一
月
だ
と
い
う
の
に 

早
く
も
お
と
ず
れ
た
冬
ざ
れ
の
中
で 

君
た
ち
の
ふ
っ
て
い
る
手
が 

街
角
を
ま
が
り
、 

橋
を
渡
り
、 

畑
を
つ
っ
き
っ
て 

小
さ
く
な
っ
て
い
く
の
を 

見
送
る
ば
か
り
だ
、 

 

さ
よ
う
な
ら 

お
れ
の
仲
間
た
ち
、 

さ
よ
う
な
ら 

虜
と
な
っ
て
行
く 

小
さ
な
朝
鮮
の
同
志
た
ち
、 

こ
の
先
生
は 

君
た
ち
を 

日
本
の
学
校
ま
で
送
る
こ
と
も
で
き
ず
、 

こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
学
校
の 

こ
の
傷
だ
ら
け
の
校
門
に
立
っ
た
ま
ま 

君
た
ち
を 

送
る
の
だ
、 

 

さ
よ
う
な
ら
、 

さ
よ
う
な
ら
、 

お
れ
の
小
さ
な
同
志
た
ち
よ
、 

元
気
で
、 

元
気
で
た
た
か
っ
て
く
れ
。 

 

『許
南
麒
の
詩
』 

抒
情
詩
集
よ
り 
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許
南
麒
は
一
九
一
八
年
、
当
時
は
既
に
日
本
の
植
民

地
で
あ
った
慶
尚
南
道
亀
浦
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
九
三

九
年
に
日
本
に
渡
り
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
映
画
科
に

在
学
し
た
後
、
中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。

植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
あ
と
は
、
民
族
団
体
の

文
化
部
門
の
職
員
や
民
族
新
聞
で
の
記
者
を
経
て
、
こ
の

詩
が
書
か
れ
た
一
九
四
九
年
当
時
は
現
在
の
川
口
市
元

郷
に
あ
った
朝
鮮
学
校
で
学
校
長
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

統
計
に
よ
れ
ば
一
九
四
五
年
十
一
月
の
時
点
で
埼
玉

県
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
人
の
総
数
は1
万
五
八
六
五
人
、

一
九
四
八
年
四
月
の
時
点
で
は
四
〇
二
一
人
と
な
って
い

ま
す
。
多
く
の
人
々
は
解
放
間
も
な
い
朝
鮮
半
島
に
帰

り
ま
し
た
が
、
様
々
な
理
由
で
日
本
に
住
み
続
け
る
朝

鮮
人
も
相
当
い
た
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
「
い
つ
か
は
祖
国
に
帰
国
す
る
」こ
と
を
念
頭

に
、
当
時
の
大
人
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
一
つ
が
朝

鮮
語
と
朝
鮮
史
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
達
の
為
の
民
族

教
育
で
し
た
。
一
九
四
六
年
五
月
に
は
寺
子
屋
の
よ
う

な
「国
語
教
習
所
」が
川
口
・大
宮
・川
越
・蕨
（戸
田
）
に

設
立
さ
れ
、
や
が
て
学
校
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
き

ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
は
全
国
的
な
も
の
で
、
一
九
四
七

年
の
統
計
で
は
日
本
各
地
で
初
級
学
校
５
４
１
校
、
中
級

学
校
七
校
、
高
級
学
校
八
校
、
青
年
学
校
二
二
校
が
運

営
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
教
員
は
日
本
の
大
学
で
学
ん

で
い
た
朝
鮮
人
大
学
生
や
卒
業
生
で
あ
り
、
許
南
麒
も

そ
の
一
人
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
米
ソ
の
冷
戦
が
深
刻
化
し
て
く
る
と
、
日
本

に
お
い
て
も
非
民
主
・軍
事
化
の
動
き
が
加
速
さ
れ
、
朝

鮮
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
悪
化
し
ま
す
。
日

本
政
府
は
一
九
四
八
年
一
月
二
四
日
に
文
部
科
学
省

教
育
局
長
通
達
を
出
し
、
朝
鮮
学
校
は
日
本
の
学
校
教

育
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
閉
鎖
す
る
と
し
ま
し
た
。
日
本
の

学
校
で
は
朝
鮮
語
も
朝
鮮
史
も
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
朝
鮮
人
は
反
対
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
を
は
じ
め
、
全

国
各
地
で
大
規
模
な
反
対
闘
争
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

一
九
四
九
年
一
〇
月
、
日
本
政
府
・Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
朝
鮮
学
校

の
完
全
廃
校
を
目
指
す
、
「朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
令
」を
出

し
ま
す
。
屈
強
な
機
動
隊
が
土
足
で
朝
鮮
学
校
に
乗
り

込
み
、
強
制
的
に
子
ど
も
た
ち
を
学
校
か
ら
追
い
出
し
、

抗
議
す
る
教
員
を
逮
捕
し
た
の
で
す
。 

 

こ
の
詩
に
は
、
こ
う
し
た
弾
圧
の
中
で
閉
鎖
に
追
い
込
ま

れ
、
市
内
の
幸
町
小
学
校
に
「転
校
」を
余
儀
な
く
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
行
く
末
を
心
配
し
な
が
ら
も
何
も
で

き
な
い
自
身
を
無
念
に
思
う
気
持
ち
と
、
日
本
政
府
へ
の

激
し
い
怒
り
が
静
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

七
一
年
前
の
そ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
、
日
本
は
何
が
変

わ
り
、
何
が
変
わ
ら
な
か
った
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

来
年
、
県
内
各
地
に
あ
った
朝
鮮
学
校
を
統
合
し
た
埼

玉
朝
鮮
初
中
級
学
校
は
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

  
 

 

 

埼愛キムチ頒布会について 

2010 年、埼玉県は埼玉朝鮮学

園への補助金の支給を打ち切り
ました。当初は朝鮮学校の財政健
全化に関する問題などでしたが、

それらが解決した今でも支給停
止は続いています。また県議会で
は 2012 年に「拉致問題が解決

するまで補助金の支給を行わな
い」という附帯決議もなされまし
た。これは朝鮮学校に通う子ども

たちとは何ら関係のない外交政
治上の理由を持ち出すことによ
る不当な差別に他なりません。  

「埼愛キムチ頒布会」は少しで
も学校運営に寄与するため、“利
益全額カンパ”の活動を行ってい

ます。美味しいキムチとともに、
朝鮮学校支援の輪が広がります
よう、ご協力よろしくお願い致し

ます。 


